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＜連絡事項＞
・インフルエンザ予防接種に向け、家族連絡を進めて下さい。
・人事考課の締め切りが10/21(月)までとなっています。

＜患者様連絡事項＞
・中川原　義雄様～頭がモヤっとすると訴えがあり、10/9(水)よりバルプロ酸ナトリウム(200)が4Ｔから2Ｔへ、ビペリデン(1)4Ｔから2Ｔへ減薬となっていますが、気分が高く、女性患者様との距離が近く身体を触る等の行動や夜間の睡眠について訴える事があり、担当へ報告し今夕よりバルプロ酸ナトリウム(200)が2Ｔ、ビペリデン(1)2Ｔ処方となっています。
・原　吉郎様～クロザリルが同内容で明日の朝から7日分で処方となっています。
・高橋　義明様～療養環境変更目的のため、西病棟Ｂユニットから北病棟へ転入となっています。

・倉橋　生子様～ソレイユの体験を10/23(水)9時～16時で予定しており、外出申請をしています。10/17(木)体験のための注意事項などの説明のため、青明舎橋本氏が　10:30に来院予定となっています。
・吉田　光良様～担当ケアマネへ介護区分変更を検討していることを伝えています。ケアマネの方が申請を進めていくとの事で、日程が決まり次第病棟に連絡が入ることになっています。
・沼端　恵子様～母と知人の方が面会に来られ、お菓子やフルーツなど摂取しています。インフルエンザの予防接種について確認し許可がでています。
・上村　みわ様～空ベッドにある衣装ケースを使用していることがあり、スタッフ代行で購入してきています。

・五日市　規様、吉田　光良様、夏坂　キミ様の靴の購入依頼があり、私物発注にて注文
しています。金銭は集めています。本日、中野渡　鉄男様の注文していた靴が届いています。
＜要注目患者様＞
・原　吉郎様～昨日は頭痛を訴える事がありましたが、本日は不調訴えなく、作業に参加
することができています。時間外の嗜好品要求も聞かれていません。食事
も毎食全量摂取しています。
・小笠原　文人様～話しかけの多さや独語していることはありますが、プログラムや日課は取り組む事ができています。夜間の睡眠もとれており、他者トラブルなく経過しています。
・戸賀沢　潔様～活動後和室で過ごしていた際に、窓から外にいる人に話しかけている事
があり注意しています。体重も+1.0㎏増加しています。落ち着きのなさは続いています。
・成田　富士子様～午前中の作業中に、他病棟の男性患者様が描いた絵を本人が欲しいと言い受け取っているが、その後その男性患者様から絵を返して欲しいと言われ断った事で「精神患者」などとののしられ興奮していたと作業スタッフから情報があり、その男性患者様と距離をとる事で落ち着き、物のやりとりはしないよう説明しています。その後の病棟スタッフへの訴えでは、描いた絵をあげると言われたからもらったのに、急に怒り出したと作業スタッフからの情報とは異なる発言をしています。各食後不安・不穏時薬は服薬しています。低血糖症状もなく経過しています。
＜転入患者様＞
氏　　名：高橋　義明（たかはし　よしあき）様

　生年月日：昭和44年11月16日　49歳

　病　　名：統合失調症
身体合併症：高脂血症、薬剤性パーキンソン症候群、不眠症、便秘症
入院年月日：平成28年5月19日(当院１回目)
　　担当医:田名部Ｄｒ
入院までの経過： 
H7年頃より､｢東北で一番えらい大臣になる｣｢自分は釈迦の生まれ変わりだ｣等の妄想や｢母の声で『癌』と聞こえる｣等の幻聴が出現。幻聴が強まると､自宅の襖や障子に大きく『ガン』と書く等の奇異行為も認められた。H14年頃より被害妄想等の症状が出現し､H17.11.15八戸市立市民病院[精神科]へ入院し、以後4回の入院歴がある。退院後は､定年退職した兄が青森県へ帰省していたこともあり､兄とアパートを借りて同居を開始するが、薬に対するこだわりが強く､怠薬することもあったが､単独で市役所へ手続きに行くことは出来ていた。深夜に喫煙することを兄より注意されるようになり距離を置くため、H27年2月、兄が一旦実家へ帰省。同時期より怠薬が目立つようになり､｢霊が強くなった｣｢家に帰ったら殺される｣等の妄想が悪化､自ら警察署へ駆け込んで保護されることがあり､H27.3.25さくら病院へ入院となるが、病状が改善しないこと等に対して、兄が同院に対して不信感を抱くようになり､医療保護入院同意者である兄が同意を取り下げH28.3.6退院。同日より兄と同居を再開し､翌7日八戸市立市民病院[精神科]を受診。妄想等の症状が顕著に認められ､家族対応が困難であり同院への入院を検討するも満床の状態であることから､兄が国立精神神経医療研究センターへの受診を希望し､H28.3.11同院を初診し入院(医療保護)。家族が青森県に在住しており､同院までの移動に苦慮していたこと､グループホーム等の施設を併設していること等から兄より当院への転院希望があり､H28.5.19当院を初診し入院(任意入院)。
＜連絡先＞

連絡先1：高橋　啓一様（兄）五戸町在住

連絡先2：田月　恵美様（姉）盛岡市在住
※備考

・受け持ち:岩藤Ｎｓ/三浦Ｎｓ
・問題行動：幻聴・妄想、意欲低下、感情平板化、独語、徘徊
・臨時薬：10/16～10/22まで
・IFオーダー：①便秘時：シンラック液
　　　　　　　②便塊が肛門口にあり、排便不可の場合：摘便可
　　　　　　　③不穏・興奮時：レボトミン(25)1Ｔ　1日2回まで
　　　　　　　④不眠時：ハルラック(0.125)1Ｔ　1日2回まで　1時間おき　2時まで
・作業療法：月～金　 9：30～11：30
・生活機能回復訓練：導入済
・食事：自立　常食（大盛り）常菜
・排泄：一部介助　失禁があり、常時リハビリパンツ使用　
スタッフが声かけするまで履き続けているため、適宜声かけが必要
リハビリパンツは私物発注伝票で発注
・清潔：一部介助　拒否はないが、洗身ができず介助
　　　　　　　　　身辺が乱雑であるため、身辺整理の介入も必要
・洗濯：業者洗濯
・院内の売店にて私物発注伝票にて購入　上限なし
・間食制限：なし
・皮膚科処置

・緊急時：他院への搬送を希望　①八戸市立市民病院　②青森労災病院
・ＧＡＦ：21
・退院計画：家族は青山荘への入所を希望している。
・兄へ移動の連絡は済んでおり、インフルエンザ予防接種の許可は得ている。
・単独外出・外泊承諾書の書類については、必要性を感じない、記入する事で家族に責任
は来るか等の質問があったと。最終的にはサインに応じているが、面会はしないようだ
と西病棟のスタッフより話がある。また電話代を依頼したが、本人のお金でやりくりし
てほしいと話していたとの事。
